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部門 番号 課　　　　題　　　　名 所属 職名

一般職員（治山担当） ○ 諸見里
モロミザト

　穂高
ホタカ

主任治山技術官 中屋
ナカヤ

　忍
シノブ

森林技術指導官 ○ 久保
クボ

　喬之
タカユキ

総括森林整備官 芳沢
ヨシザワ

　真一
シンイチ

宇奈月森林事務所　森林官 ○ 日向
ヒナタ

　秀司
シュウジ

一般職員（経営担当） 村中
ムラナカ

　健彦
タケヒコ

ふれセン 自然再生指導官 ○ 黒田
クロダ

　誠
マコト

木曽署 森林技術専門官 早川
ハヤカワ

　幸治
コウジ

東濃署 治山技術官 ○ 菅野
ス ガ ノ

　暢晃
ノブアキ

中部局 治山技術専門官 中澤
ナカザワ

　敏雄
ト シ オ

中信署 治山技術官 宗廣
ムネヒロ　

　克徳
ヨシノリ

7 鋼板セル谷止工の施工について 飛騨署 一般職員（治山担当） ○ 向澤
ムカイザワ

　　大樹
タ イ キ

岐阜署 治山技術官 ○ 植松
ウエマツ

　裕太
ユウタ

兼松
カネマツ

　和重
カズシゲ

児波
コナミ

　昌則
マサノリ

一般職員（森林育成担当） ○ 山尾
ヤ マ オ

　真生
マ サキ

森林技術指導官 米澤
ヨネザワ

　義則
　ヨシノリ

東濃署 一般職員（森林育成担当） ○ 江﨑
エサキ

　陽介
ヨウスケ

○ 多賀
タ ガ

　幸
ユキ

森林整備官 ○ 依田
ヨ ダ

　直紀
ナ オ キ

主任森林整備官 大橋
オオハシ

　孝宏
タカヒロ

森林整備官 杉村
スギムラ

　智春
トモハル

○ 一宮
イチミヤ

　遼
リョウ

島﨑
シマザキ

　公輝
コ ウ キ

森林ふ
れあい

13 「観光林園（仮）」による試験的な木曽地域の活性化 ○ 青柳
アオヤギ

　大輝
タ イ キ

一般職員（森林育成担当） ○ 加東
カ ト ウ

　良彬
ヨシアキ

一般職員（森林育成担当） 島田
シ マ ダ

　純樹
ジュンキ

○ 加藤
カトウ

　尚
ヒサシ

中信署 総括地域林政調整官 谷澤
タニザワ

　恭子
キョウコ

森林技術指導官 ○ 渡邊
ワタナベ

　修
オサム

一般職員（治山担当） 有永
アリナガ

　心
ココロ

竹入
タケイリ

　正一
ショウイチ

新井
ア ラ イ

　伸弘
ノブヒロ

17
ニホンジカ「ついで捕獲、見回り・通報」に取り組
んで～職員負担の軽減につながるか～

岐阜署 主任地域林政調整官 ○ 今井
イ マ イ

　琢磨
タ ク マ

○ 森山
モリヤマ

　誠
マコト

石田
イ シ ダ

　朗
アキラ

愛知所 一般職員（森林育成担当） 埴
ハニ

岡
オカ

　千尋
チ ヒ ロ

一般職員（駒ヶ岳森林事務所） ○ 池端
イケバタ

　久美子
ク ミ コ

地域技術官 古澤
フルサワ

　博
ヒロシ

○ 渡邉
ワタナベ

　仁志
ヒトシ

森林技術普及専門官 三村
ミムラ

　晴彦
ハルヒコ

一般職員（業務係） 堤
ツツミ　

　　隆博
タカヒロ

富山署 立山森林事務所　森林官 千村
チムラ

　知博
トモヒロ

○ 茂木
モテキ

　靖和
ヤスカズ

渡邉
ワタナベ

　仁志
ヒトシ

技セン 森林技術普及専門官 三村
ミムラ

　晴彦
ハルヒコ

国

有

林

の

部

森林
技術

1
地域要望を踏まえた野々海川水源地域整備工
事への取組み

北信署

2 民国の事業連携に向けた情報共有

6
既設治山ダムを活用した流木捕捉工の開発
～流木災害防止緊急治山対策プロジェクト～

8
山腹崩壊地内に露出する粘土鉱物が及ぼす下
流への影響について（調査計画） 株式会社　中部森林技術コンサルタンツ

4

木曽署

3 ブナ二次林の密度管理(経過報告） 富山署

平成30年度　中部森林技術交流発表会　発表課題一覧表

氏名

助六実験林７０％漸伐試験地のヒノキ天然更新
について～20年間の調査データから～

5
樹齢170年を超えたヒノキ人工林の動態
～赤沼田天保林の調査報告～

技セン 森林技術普及専門官

9
OWL（3Dﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ）についての考察
～森林資源調査のための実用と応用の検証～

富山署

10
ヒノキコンテナ苗の秋植植栽による生長量調査
等の一考察について～民国連携～ 岐阜県恵那農林事務所　林業課　係長

民 学
有 生
林 の
 ・ 部

森林
技術

12
チェンソー技術マニュアル
～伐倒編～

長野県林業大学校　2年

長野県林業大学校　2年

愛知県森林・林業技術センター

森林ふ
れあい

19

11 D材販売と造林コストの低減
南木曽
支署

国

有

林

の

部

森林
保全

14
カラマツ種子の安定供給に向けた取組
～清万採種園の整備～

東信署

15
クマの錯誤捕獲を防止するニホンジカの捕獲方
法について

合同会社やまびこ　代表社員

16
南信森林管理署における「ついで見回り・通報」
の取組について

南信署

上伊那猟友会長

宮下建設株式会社

18
小型無人航空機（UAV）を活用した防護柵保全
とシカ捕獲の試み

有限会社　森山環境科学研究所

民 学
有 生
林 の
・  部

森林
技術

20 列状間伐がヒノキ人工林の植生回復と表土流
亡の抑止に及ぼす影響

岐阜県森林研究所　専門研究員

技セン

21 1.5年生ヒノキ・コンテナ苗の植栽後の成長

岐阜県森林研究所　主任専門研究員

googleストリートビューを活用した国有林利用の推進 木曽署

岐阜県森林研究所　専門研究員

“○印”は発表者（または代表者）

三村
ミムラ

　晴彦
ハルヒコ

○



22 UAVによる間伐施業評価法の開発 ○ 成田
ナ リ タ

　周平
シュウヘイ

23 航空機LiDARによる簡易林相区分評価法の開発 ○ 岩附
イワツキ

　慶大
ケイダイ

24
機械賃料の見積りと張付け方式による機械経費の積
算について～現場発生木材をチップ化する作業に係
る費用の計算例～

○ 関
セキ

　憲一郎
ケンイチロウ

25
苗木生産現場での作業体験と業者への聞き取り調
査に基づく、苗木生産の事業化シミュレーション

○ 木下
キノシタ

　正
マサ

基
キ

26 屋根型道づくり７．７豪雨の被災状況と課題 ○ 中谷
ナカタニ

　和司
カ ズ シ

27
里山における機能性きのこカワラタケの栽培技
術の開発

○ 佐々木
サ サ キ

　史
フミト

28
猟友会の新規狩猟者定着施策の問題点
～長野県上伊那地域を事例として～

○ 小林
コバヤシ

　暁子
ア キ コ

29
岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアムの取り組み
～所有者自らが取り組む森林獣害対策を目指して～ ○ 和田

ワ ダ

　敏
サトシ

○ 吉川
ヨシカワ

　裕
ユウ

示
ジ

○ 中
ナカ

齋
サイ

　秀
ヒデ

友
トモ

○ 長谷川
ハ セ ガ ワ

　大貴
ダ イ キ

○ 髙橋
タカハシ

　優太
ユ ウ タ

○ 佐々木
サ サ キ

　慎吾
シ ン ゴ

32 全国の林業大学校における人材育成の比較 ○ 原田
ハ ラ ダ

　健司
ケ ン ジ

33
林業大学校における入学試験の種類による学
生生活に対する考えの違い

○ 小川
オ ガ ワ

　高広
タカヒロ

「生産性向上実現プログラム」の取組

森林
技術

30
環境性と経済性が安定して恒続する森林を目指して
～育成木の選木方法の検討～

岐阜県立飛騨高山高等学校
山田キャンパス　3年

岐阜県立森林文化アカデミー
森と木のエンジニア科　2年

岐阜県フォレスター協会　会長

富山県農林水産総合技術センター
森林研究所　主任研究員

森林
保全

信州大学　農学部　4年

岐阜県立森林文化アカデミー
森林技術開発・支援センター　技術主査

特別発表 有限会社　金山林業

森林ふ
れあい

31
廃材を利用した森林活用
～箸づくりを通して森林の役割や大切さの啓発～

長野県下高井農林高等学校　3年

信州大学　農学部　4年

名古屋大学

民

有

林

・

学

生

の

部

森林
技術

名古屋大学　農学部　4年

名古屋大学　農学部　4年

長野県佐久地域振興局　担当係長


